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再
生
す
る
樹
木
の
説
話　

高
　
戸
　
　
　
聰

　
　
　

は
じ
め
に

　

南
方
熊
楠
氏
に
「
巨
樹
の
翁
の
話   

 
」
と
題
す
る
一
篇
が
あ
る
。
氏
は
、
傷
口
が
癒
合
す
る
樹
木
を
語
る
、
日
本
の
昔
話
か
ら
説
き

起
こ
し
、
再
生
す
る
樹
木
や
大
樹
の
話
を
、
中
国
は
も
と
よ
り
広
く
古
今
東
西
の
書
籍
か
ら
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
氏
は
、
大
樹
の
話

に
焦
点
を
移
し
て
お
り
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
に
つ
い
て
は
詳
述
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
屋
下
に
屋
を
架
す
る
を
顧

み
ず
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
古
代
中
国
の
説
話
か
ら
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
、
日
本
の
昔
話
に
引
き
継
が

れ
て
い
っ
た
の
か
を
跡
づ
け
て
み
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
再
生
す
る
樹
木
の
昔
話
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
南
方
熊
楠
氏
が
「
巨
樹
の
翁
の
話
」
で
取
り
挙
げ
て
い
る
話
と
ほ
ぼ
同

様
の
筋
立
て
で
、
現
在
も
十
津
川
村
に
伝
わ
っ
て
い
る
「
七
本
ヒ
ノ
キ
」
と
い
う
昔
話
の
梗
概
を
述
べ
る
。

昔
、
迫せ

い

西に
し

川か
わ

に
七
本
桧
と
い
う
、
根
元
が
一
本
で
途
中
か
ら
七
本
に
分
か
れ
、
そ
の
一
本
一
本
が
二
抱
え
も
三
抱
え
も
あ
る
大

変
大
き
な
木
が
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
杣
師
七
人
で
、
七
本
桧
を
切
り
倒
す
こ
と
に
な
り
、
懸
命
に
斧
を
振
る
っ
た
が
一
日
で
は

切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
あ
く
る
朝
、
杣
師
た
ち
が
七
本
桧
に
行
っ
て
み
る
と
、
切
っ
た
は
ず
の
木
っ
端
は
一
枚
も
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な
く
な
り
、
七
本
桧
は
す
っ
か
り
元
通
り
に
な
っ
て
い
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
六
日
も
続
い
た
。
そ
こ
で
杣
師
た
ち
が
夜
に
出
か

け
て
い
く
と
、
七
人
の
坊
さ
ん
が
木
っ
端
を
桧
の
切
り
口
に
く
っ
つ
け
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
「
こ
の
木
っ
端
を
も
し

焼
か
れ
た
ら
困
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
」
と
言
っ
た
。
次
の
朝
、
杣
師
た
ち
は
で
き
る
木
っ
端
を
ど
ん
ど
ん
焼
い
て
い
き
、
夕

方
に
は
と
う
と
う
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
夜
、
杣
師
た
ち
は
ぐ
っ
す
り
と
眠
り
に
つ
い
た
。
明
け
方
、
戸
を
叩
く
音

で
か
し
き
が
目
を
覚
ま
し
戸
を
開
け
る
と
、
七
人
の
坊
さ
ん
が
入
っ
て
き
て
、
眠
っ
て
い
る
杣
師
た
ち
の
頭
を
次
々
に
な
で
て

い
っ
た
。
か
し
き
が
坊
さ
ん
た
ち
を
見
送
る
と
、坊
さ
ん
た
ち
は
さ
い
こ
の
滝
で
金
の
鶏
に
姿
を
変
え
大
空
高
く
舞
い
上
が
っ
た
。

か
し
き
が
小
屋
に
帰
っ
て
み
る
と
、
杣
師
た
ち
は
み
な
息
が
絶
え
て
い
た   

 

。

　

こ
の
「
七
本
ヒ
ノ
キ
」
は
、
切
っ
た
は
ず
の
木
が
再
生
す
る
こ
と
、
切
り
倒
す
方
法
を
盗
み
聞
く
こ
と
、
の
二
つ
の
要
素
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
を
中
心
に
、
中
国
古
典
か
ら
の
変
遷
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
　

一　

樹
木
が
再
生
す
る
現
象
と
災
異
思
想

　

ま
ず
、
古
代
中
国
で
は
樹
木
が
再
生
す
る
現
象
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
漢
の
東
方
朔
の
作

と
さ
れ
る
、『
神
異
経
』
に
次
の
よ
う
な
説
話
が
あ
る
。

東
方
荒
外
、
有
豫
樟
焉
。
樟
樹
主
一
州
。
其
高
千
丈
、
圍
百
丈
、
本
上
三
百
丈
、
始
有
枝
條
、
敷
張
如
帳
。
上
有
玄
狐
黑
猿
。

樹
主
一
州
、
南
北
並
列
、
面
向
西
南
。
有
九
力
士
操
斧
伐
之
、
以
占
九
州
吉
凶
。
斫
復
、
其
州
有
福
。
創
者
州
伯
有
病
。
積
歳

不
復
者
、
其
州
滅
亡
。「
復
」
者
木
創
復
也
。
出
『
神
異
經
』。（
東
方
の
荒
外
に
、
予
樟
有
り
。
樟
樹
は
一
州
を
主
る
。
其
の
高

さ
千
丈
、
囲
は
百
丈
、
本
の
上
三
百
丈
に
し
て
、
始
め
て
枝
條
有
り
、
敷
張
す
る
こ
と
帳
の
如
し
。
上
に
玄
狐
・
黒
猿
有
り
。

樹
は
一
州
を
主
り
、
南
北
に
並
列
し
、
西
南
に
面
向
す
。
九
力
士
有
り
て
斧
を
操
り
之
を
伐
り
、
以
て
九
州
の
吉
凶
を
占
ふ
。
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斫
り
て
復
せ
ば
、
其
の
州
に
福
有
り
。
創
つ
か
ば
州
伯
に
病
有
り
。
積
歳
し
て
復
さ
ざ
れ
ば
、
其
の
州
は
滅
亡
す
。「
復
」
と
は

木
の
創
復
す
る
な
り
。『
神
異
経
』
に
出
づ   

 

。）

　

東
の
果
て
に
あ
る
巨
大
な
樟
樹
は
、「
九
力
士
」
が
斧
で
切
っ
て
も
傷
口
が
塞
が
る
と
い
う
。
た
だ
「
積
歳
し
て
復
せ
ざ
れ
ば
」
と

あ
り
一
晩
で
塞
が
る
と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
古
代
中
国
に
お
い
て
切
り
口
が
復
す
る
神
秘
的
な
樹
木
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
九
力
士
」
が
樟
樹
を
切
る
こ
と
は
、「
九
州
の
吉
凶
を
占
ふ
」
た
め
と
さ
れ
て
い
る
点
も
注
意
し
て

お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、『
神
異
経
』
の
成
立
年
代
は
確
定
で
き
ず
、
右
記
が
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
の
初
出
で
あ
る
か
は
確
言
で
き
な
い
。
し

か
し
、
史
書
に
目
を
転
ず
れ
ば
早
く
も
『
漢
書
』
か
ら
、
再
生
す
る
樹
木
の
現
象
を
確
認
で
き
る
。

　

前
漢
・
昭
帝
の
時
、
一
度
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
つ
と
い
う
現
象
が
発
生
し
た
。

昭
帝
時
、
上
林
苑
中
、
大
柳
樹
斷
仆
地
、
一
朝
起
立
、
生
枝
葉
。
有
蟲
食
其
葉
、
成
文
字
曰
、「
公
孫
病
已
立
」。
昌
邑
王
國
社

有
枯
樹
復
生
枝
葉
。
眭
孟
以
爲
、「
木
陰
類
、
下
民
象
、
當
有
故
廢
之
家
公
孫
氏
從
民
間
受
命
爲
天
子
者
」。
昭
帝
富
於
春
秋
、

霍
光
秉
政
、
以
孟
妖
言
、
誅
之
。
後
昭
帝
崩
、
無
子
、
徴
昌
邑
王
賀
嗣
位
、
狂
亂
失
道
、
光
廢
之
。
更
立
衛
大
子
之
孫
。
是
爲

宣
帝
。
宣
帝
本
名
病
已
。
京
房
『
易
傳
』
曰
、「
枯
楊
生
稊
、
枯
木
復
生
、
人
君
亡
子
」。（
昭
帝
の
時
、
上
林
苑
の
中
に
、
大
柳

樹
断
た
れ
て
地
に
仆
れ
、
一
朝
に
し
て
起
立
し
、
枝
葉
を
生
ず
。
虫
有
り
て
其
の
葉
を
食
ら
ひ
、
文
字
を
成
し
て
曰
は
く
、「
公

孫
病へ

い

已い

立
つ
」
と
。
昌
邑
王
の
国
社
に
枯
樹
の
復
た
び
枝
葉
を
生
ず
る
こ
と
有
り
。
眭す
い

孟も
う

以
為
へ
ら
く
、「
木
は
陰
の
類
に
し
て
、

下
民
の
象
な
り
、
当
に
故
廃
の
家
の
公
孫
氏 

民
間
従
り
命
を
受
け
て
天
子
と
為
る
者
有
る
べ
し
」
と
。
昭
帝
は
春
秋
に
富
み
、

霍か
く

光こ
う

は
政
を
秉と

れ
ば
、
孟
を
以
て
妖
言
と
し
て
、
之
を
誅
す
。
後
に
昭
帝
崩
じ
、
子
無
け
れ
ば
、
昌
邑
王
賀が

を
徴
し
て
位
を
嗣

が
し
む
も
、
狂
乱
に
し
て
道
を
失
へ
ば
、
光
之
を
廃
す
。
更
に
衛
大
子
の
孫
を
立
つ
。
是
れ
宣
帝
為
り
。
宣
帝
の
本
の
名
は
病

已
な
り
。
京
房
『
易
伝
』
に
曰
は
く
、「
枯
楊 

稊め

を
生
じ
、
枯
木
復
た
び
生
ぜ
ば
、
人
君
に
子
亡
し
」
と   

 

。）
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切
り
倒
さ
れ
た
「
大
柳
樹
」
が
再
び
立
っ
て
枝
葉
を
生
じ
た
。
そ
の
葉
に
は
虫
食
い
の
跡
が
あ
り
「
公
孫
病
已
立
つ
」
と
読
め
た
。

後
に
果
た
し
て
、
昌
邑
王
・
劉
賀
が
廃
さ
れ
、
代
わ
っ
て
宣
帝
す
な
わ
ち
劉
病
已
が
即
位
し
た
、
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

　

 
『
漢
書
』
五
行
志
で
は
、眭
孟
の
言
葉
を
引
用
し
て
、切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
つ
現
象
を
、「
民
間
」
か
ら
天
命
を
受
け
て
「
天

子
と
為
る
者
」
が
現
れ
る
兆
し
と
見
な
し
て
い
る
。
併
せ
て
京
房
の
『
易
伝
』
を
引
き
、「
国
社
に
枯
樹
の
復
た
び
枝
葉
を
生
」
じ
た

こ
と
も
含
め
て
、
宣
帝
が
即
位
す
る
こ
と
の
祥
瑞
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

続
け
て
同
じ
く
『
漢
書
』
五
行
志
か
ら
、
や
は
り
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
っ
た
例
を
挙
げ
よ
う
。

建
昭
五
年
、
兗
州
刺
史
浩
賞
禁
民
私
所
自
立
社
。
山
陽
橐
茅
郷
社
有
大
槐
樹
。
吏
伐
斷
之
。
其
夜
樹
復
立
其
故
處
。
成
帝
永
始

元
年
二
月
、
河
南
街
郵
樗
樹
生
支
如
人
頭
。
眉
目
須
皆
具
、
亡
髮
耳
。
哀
帝
建
平
三
年
十
月
、
汝
南
西
平
遂
陽
郷
柱
仆
地
、
生

支
如
人
形
。
身
青
黄
色
、
面
白
、
頭
有
頿
髮
、
稍
長
大
、
凡
長
六
寸
一
分
。
京
房
『
易
傳
』
曰
、「
王
德
衰
、
下
人
將
起
、
則
有

木
生
爲
人
狀
」。（
建
昭
五
年
、兗
州
刺
史
の
浩こ

う
し
よ
う賞 

民
に
私
に
自
ら
立
つ
る
所
の
社
を
禁
ず
。山
陽
の
橐た

く

茅ぼ
う

郷
の
社
に
大
槐
樹
有
り
。

吏 

之
を
伐
断
す
。
其
の
夜
樹
復
た
び
其
の
故
の
処
に
立
つ
。
成
帝
の
永
始
元
年
二
月
、
河
南
の
街
郵
の
樗
樹 

支え
だ

に
人
の
頭
の
如

き
を
生
ず
。
眉
目
須
皆
具
は
り
、
髮
亡
き
の
み
。
哀
帝
の
建
平
三
年
十
月
、
汝
南
の
西
平
遂
陽
郷
の
柱 

地
に
仆
れ
、
支
に
人
の

形
の
如
き
を
生
ず
。
身
は
青
黄
色
に
し
て
、面
白
く
、頭
に
頿ひ

げ

髮
有
り
て
、稍
く
長
大
し
て
、凡
そ
長
六
寸
一
分
な
り
。
京
房
『
易

伝
』
に
曰
は
く
、「
王
の
徳
衰
へ
、
下
人
将
に
起
ら
ん
と
せ
ば
、
則
ち
木
生
ず
る
に
人
の
状
を
為
す
こ
と
有
り
」
と   

 

。）

　

 

『
漢
書
』
五
行
志
は
、
建
昭
五
年
官
吏
に
よ
っ
て
切
ら
れ
た
大
槐
樹
が
夜
の
う
ち
に
元
の
場
所
に
立
っ
た
記
事
、
及
び
永
始
元
年

河
南
・
建
平
三
年
汝
南
で
そ
れ
ぞ
れ
樹
木
に
人
の
姿
の
よ
う
な
も
の
が
生
え
た
記
事
を
併
記
し
、
京
房
『
易
伝
』
を
引
用
し
て
「
王

の
徳
衰
へ
、
下
人
将
に
起
ら
ん
と
せ
ば
、
則
ち
木
生
ず
る
に
人
の
状
を
為
す
こ
と
有
り
」
と
結
ぶ
。

　

こ
こ
で
「
下
人
将
に
起
ら
ん
と
」
す
る
兆
し
と
さ
れ
る
の
は
、
樹
木
に
人
の
姿
の
よ
う
な
も
の
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
切
り
倒

さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
っ
た
こ
と
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
現
象
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
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に
先
に
引
用
し
た
眭
孟
の
言
葉
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
下
人
将
に
起
ら
ん
と
」
す
る
兆
し
に
は
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
つ
現

象
も
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
漢
書
』
五
行
志
で
は
、
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
つ
現
象
も
含
む
、
樹
木
の
怪
異
を
災
異
思
想
の
文
脈
で

理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る   

 

。

　

樹
木
の
怪
異
を
災
異
思
想
に
よ
っ
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
時
代
が
下
っ
て
『
南
史
』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
朝

梁
の
時
代
、
侯
景
が
建
康
を
陥
落
さ
せ
帝
位
を
簒
奪
し
た
時
、
樹
木
が
再
生
す
る
怪
異
が
発
生
し
た
。

時
都
下
王
侯
庶
姓
五
等
廟
樹
、
咸
見
殘
毀
。
唯
文
宣
太
后
廟
四
周
栢
樹
獨
鬱
茂
。
及
景
簒
、
脩
南
郊
路
。
偽
都
官
尚
書
呂
季
略
、

説
景
令
伐
此
樹
以
立
三
橋
。
始
斫
南
面
十
餘
株
、
再
宿
悉
枿
生
、
便
長
數
尺
。
時
既
冬
月
、
翠
茂
若
春
。
賊
乃
大
驚
惡
之
、
使 

悉
斫
殺
。
識
者
以
爲
、「
昔
僵
柳
起
於
上
林
、
乃
表
漢
宣
之
興
、
今
廟
樹
重
青
、
必
彰
陜
西
之
瑞
」。（
時
に
都
下
の
王
侯
庶
姓
五

等
の
廟
樹
、咸
な
残
毀
せ
ら
る
。
唯
だ
文
宣
太
后
廟
の
四
周
の
栢
樹
の
み
独
り
鬱
茂
す
。
景
の
簒
ふ
に
及
び
、南
郊
の
路
を
修
む
。

偽
都
官
尚
書
の
呂
季
略
、
景
に
説
き
て
此
の
樹
を
伐
り
以
て
三
橋
を
立
て
し
む
。
始
め
南
面
の
十
余
株
を
斫
る
に
、
再
宿
し
て

悉
く
枿

き
り
か
ぶの
生
ず
る
こ
と
、
便
ち
長
さ
数
尺
な
り
。
時
既
に
冬
月
、
翠
茂
す
る
こ
と
春
の
若
し
。
賊
乃
ち
大
い
に
驚
き
之
を
悪
み
、

悉
く
斫し

ゃ
く殺
せ
し
む
。
識
者
以
為
へ
ら
く
、「
昔
僵
れ
し
柳
の
上
林
に
起
つ
は
、
乃
ち
漢
宣
の
興
る
を
表
す
、
今
廟
樹
の
重
ね
て
青

む
は
、
必
ず
陜
西
の
瑞
を
彰
す
」
と   

 

。）

　

偽
都
官
尚
書
の
呂
季
略
が
文
宣
太
后
廟
の
柏
樹
を
切
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
二
晩
で
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
生
し
葉
ま
で
繁
茂
し
た
。

こ
の
現
象
を
、『
南
史
』
で
は
「
識
者
」
の
見
解
を
引
用
す
る
形
で
、「
昔
僵
れ
し
柳
の
上
林
に
起
つ
は
、
乃
ち
漢
宣
の
興
る
を
表
す
、

今
廟
樹
の
重
ね
て
青
む
は
、
必
ず
陜
西
の
瑞
を
彰
す
」
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
ず
「
昔
僵
れ
し
柳
の
上
林
に
起
つ
は
、
乃
ち
漢
宣
の

興
る
を
表
す
」
は
、
先
に
引
用
し
た
『
漢
書
』
五
行
志
の
「
昭
帝
の
時
、
上
林
苑
の
中
に
、
大
柳
樹
断
た
れ
て
地
に
仆
れ
、
一
朝
に

し
て
起
立
し
、
枝
葉
を
生
」
じ
た
こ
と
が
、
宣
帝
即
位
の
瑞
兆
と
さ
れ
た
条
を
指
し
て
い
る
。「
識
者
」
は
、
こ
の
条
を
踏
ま
え
、
文
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宣
太
后
廟
の
柏
樹
が
再
生
し
た
こ
と
を
、「
陝
西
の
瑞
」
す
な
わ
ち
楊
堅
の
出
現
と
重
ね
合
わ
せ
て
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
切
ら
れ
た
樹
木
が
再
生
す
る
説
話
や
記
事
を
見
て
き
た
。『
神
異
経
』
で
は
、
樟
樹
に
切
り
つ
け
「
復
」
す
る
か
否
か

で
「
九
州
の
吉
凶
」
が
占
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
『
漢
書
』
五
行
志
お
よ
び
『
南
史
』
で
は
、
樹
木
の
再
生
が
後
に
皇
帝
と
な
る
者
の

出
現
す
る
予
兆
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
切
ら
れ
た
樹
木
が
再
生
す
る
現
象
は
、
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
災
異
思
想
の
文
脈
で
、

ま
ず
は
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
樹
木
が
再
生
す
る
現
象
は
、
常
に
災
異
思
想
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、

個
人
の
事
跡
や
体
験
に
関
わ
る
も
の
を
見
て
い
く
。

　
　
　

二　

災
異
思
想
か
ら
個
人
的
な
体
験
へ

　

前
章
で
は
、
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
予
兆
と
し
て
の
樹
木
の
再
生
を
確
認
し
て
き
た
。
本
章
で
は
個
人
の
次
元
で
解
釈
さ
れ
る
、

再
生
す
る
樹
木
の
説
話
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
後
漢
か
ら
三
国
時
代
を
生
き
た
賈か

逵き

に
つ
い
て
、
彼
が
亡
く
な
っ
た
後
の
こ
と
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。賈

逵
在
豫
郡
亡
、
家
迎
喪
去
。
去
後
、
恆
見
形
於
項
城
。
吏
民
以
其
戀
慕
彼
境
、
因
以
立
廟
。
廟
前
有
栢
樹
。
有
人
竊
來
斫
伐
。

始
投
斧
刃
、
仍
著
於
樹
中
。
所
著
處
尋
而
更
生
。
項
城
左
右
人
莫
不
振
怖
。
出
「
賈
逵
碑
」。（
賈
逵
は
豫
郡
に
在
り
て
亡し

し
、

家 

喪
を
迎
へ
て
去
る
。
去
る
後
、
恒
に
形
を
項
城
に
見あ
ら

は
す
。
吏
民 
其
の
彼
の
境
を
恋
慕
す
る
を
以
て
、
因
り
て
以
て
廟
を
立

つ
。
廟
の
前
に
栢
樹
有
り
。
人
の
窃
か
に
来
た
り
て
斫
伐
す
る
こ
と
有
り
。
始
め
斧
刃
を
投
じ
、
仍
り
て
樹
の
中
に
著
く
。
著

く
所
の
処
尋つ

い
で
更
生
す
。
項
城
左
右
の
人
振
怖
せ
ざ
る
莫
し
。「
賈
逵
碑
」
に
出
づ   

 

。）
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吏
民
が
賈
逵
の
た
め
に
建
て
た
廟
の
前
に
、
柏
樹
が
生
え
て
い
た
。
こ
の
柏
樹
を
盗
賊
が
切
り
倒
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
斧
に
よ

る
傷
口
が
立
ち
ど
こ
ろ
に
塞
が
っ
た
と
い
う
。
賈
逵
は
死
後
も
「
形
を
項
城
に
見
は
」
し
て
お
り
、
柏
樹
の
再
生
も
彼
の
霊
威
に
よ

る
も
の
と
認
識
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、「
柏
樹
」
の
「
更
生
」
し
た
こ
と
が
「
賈
逵
碑
」
に
刻
ま
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

 

「
賈
逵
碑
」
の
例
は
、
あ
く
ま
で
も
賈
逵
個
人
の
次
元
で
理
解
さ
れ
て
お
り
、
前
章
で
確
認
し
た
よ
う
な
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る

災
異
思
想
の
文
脈
で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、『
異
苑
』
に
記
さ
れ
る
樹
木
の
怪
異
を
挙
げ
よ
う
。
句
章
の
呉
平
州
と
い
う
者
の
家
の
前
に
青
桐
の
樹
が
生
え
て
い
た
。

句
章
呉
平
州
門
前
、忽
生
一
株
青
桐
樹
。
上
有
謠
歌
之
聲
。
平
惡
而
斫
殺
。
平
隨
軍
北
虜
、首
尾
三
載
。
死
桐
欻
自
還
、立
於
故
根 

上
。
聞
聲
樹
巓
空
中
歌
曰
、「
死
樹
今
更
青
、
呉
平
尋
當
歸
」。
適
聞
殺
此
樹
、
已
復
有
光
輝
。
平
尋
歸
、
如
鬼
謠
。（
句
章
の
呉

平
州
の
門
前
に
、
忽
ち
一
株
の
青
桐
樹
を
生
ず
。
上
に
謠
歌
の
声
有
り
。
平
悪
み
て
斫
殺
す
。
平 

軍
に
随
ひ
北
の
か
た
虜
と
な
り
、

首
尾
三
載
す
。
死
桐
欻た

ち
まち
自
ら
還
り
、
故
の
根
の
上
に
立
つ
。
声
の
樹
の
巓
い
た
だ
きの
空
中
に
歌
ふ
を
聞
く
に
曰
は
く
、「
死
樹
今
更
に

青
め
ば
、
呉
平
尋
い
で
当
に
帰
る
べ
し
」
と
。
適
た
ま
聞
き
て
此
の
樹
を
殺
す
も
、
已
に
復
た
び
光
輝
有
り
。
平
尋
い
で
帰
る
こ 

と
、
鬼
謠
の
如
し   

 

。）

　

 

「
青
桐
樹
」
は
、
呉
平
州
に
よ
っ
て
切
り
倒
さ
れ
た
後
、
元
の
切
り
株
に
戻
り
再
生
し
た
が
、
再
び
人
に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
こ
の
「
青
桐
樹
」
は
、
ま
た
も
再
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
呉
平
州
」
で
は
、「
上
に
謠
歌
の
声
有
り
」
や
「
声
の
樹
の

巓
の
空
中
に
歌
ふ
」
と
あ
り
、
そ
の
歌
は
「
鬼
謠
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鬼
が
樹
木
に
取
り
憑
い
て
声
を
発
し
た
り
、

樹
木
を
再
生
さ
せ
た
り
し
て
い
た
、
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
樹
木
そ
の
も
の
が
怪
異
を
起
こ
す
の
で
は
な
く
、
樹
木
に
取
り
憑
い
た
何
者
か
が
怪
異
を
起
こ
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
説
話
は
、
次
に
挙
げ
る
『
風
俗
通
義10

』
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

後
漢
の
張

ち
よ
う
り
よ
う
遼
、
字
は
叔
高
は
、
土
地
建
物
を
購
入
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
敷
地
内
に
は
大
樹
が
生
え
て
い
た
。
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謹
按
、
桂
陽
太
守
江
夏
張
遼
叔
高
、
去
鄢
令
、
家
居
買
田
。
田
中
有
大
樹
十
餘
圍
、
扶
疏
蓋
數
畝
地
、
播
不
生
穀
。
遣
客
伐
之
、

六
七
血
出
。
客
驚
怖
、
歸
具
事
白
叔
高
。
叔
高
大
怒
曰
、「
老
樹
汁
出
、
此
何
等
血
」。
因
自
嚴
行
、
復
斫
之
、
血
大
流
灑
。
叔

高
使
先
斫
其
枝
。
上
有
一
空
處
。
白
頭
公
可
長
四
五
尺
、
忽
出
往
赴
叔
高
。
叔
高
乃
逆
格
之
、
凡
殺
四
頭
。
左
右
皆
怖
伏
地
。

而
叔
高
恬
如
也
。
徐
熟
視
、
非
人
非
獸
也
。
遂
伐
其
樹
。
其
年
司
空
辟
侍
御
史
兗
州
刺
史
。
以
二
千
石
之
尊
、
過
郷
里
、
薦
祝

祖
考
、
白
日
繡
衣
、
榮
羨
如
此
。
其
禍
安
居
。『
春
秋
國
語
』
曰
、「
木
石
之
怪
夔
魍
魎
」。
物
惡
能
害
人
乎
。（
謹
し
み
て
按
ず

る
に
、
桂
陽
太
守
江
夏
の
張
遼
叔
高
、
鄢え

ん

令
に
去
き
、
家
居
し
て
田
を
買
ふ
。
田
中
に
大
樹
十
余
囲
有
り
て
、
扶
疏
た
り
て
数

畝
の
地
を
蓋
ひ
、
播
く
も
穀
を
生
ぜ
ず
。
客
を
遣
は
し
之
を
伐
ら
し
む
に
、
六
七
血
出
づ
。
客
驚
き
怖
れ
、
帰
り
て
具
に
事
を

叔
高
に
白
す
。
叔
高
大
い
に
怒
り
て
曰
は
く
、「
老
樹
汁
の
出
づ
る
は
、
此
れ
何
等
血
な
ら
ん
や
」
と
。
因
り
て
自
ら
厳
行
し
、

復
た
之
を
斫
る
に
、
血
大
い
に
流
れ
灑
ぐ
。
叔
高
先
に
其
の
枝
を
斫
ら
し
む
。
上
に
一
空
処
有
り
。
白
頭
公
の
長た

け

四
五
尺
可
り
、

忽
ち
出
で
て
叔
高
に
往
き
赴
く
。
叔
高
乃
ち
之
を
逆む

か

へ
格う

ち
、
凡
そ
四
頭
を
殺
す
。
左
右
皆
怖
れ
て
地
に
伏
す
。
而
る
に
叔
高

は
恬
如
た
る
な
り
。
徐
ろ
に
熟
視
す
る
に
、
人
に
非
ず
獣
に
非
ざ
る
な
り
。
遂
に
其
の
樹
を
伐
る
。
其
の
年
司
空 

侍
御
史
兗
州

刺
史
に
辟
す
。
二
千
石
の
尊
を
以
て
、
郷
里
を
過
り
、
祖
考
を
薦
祝
し
、
白
日
に
繡
衣
し
、
栄
羨
た
る
こ
と
此
の
如
し
。
其
の

禍
は
安
く
に
か
居
ら
ん
や
。『
春
秋
国
語
』
に
曰
は
く
、「
木
石
の
怪
は
夔
魍
魎
な
り
」
と
。
物
悪
く
ん
ぞ
能
く
人
を
害
せ
ん
や
。）

　

叔
高
の
買
っ
た
土
地
に
十
余
囲
も
の
大
樹
が
あ
り
、
使
用
人
に
切
ら
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
木
か
ら
血
が
流
れ
出
す
。
叔
高
が
先

に
枝
を
払
わ
せ
る
と
、「
白
頭
公
」
と
い
う
人
と
も
獣
と
も
つ
か
な
い
者
た
ち
が
向
か
っ
て
き
た
の
で
、
全
て
斬
り
殺
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
「
白
頭
公
」
の
説
話
で
は
、
大
樹
に
宿
っ
て
い
た
「
白
頭
公
」
が
、
宿
主
の
大
樹
を
切
り
倒
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

大
樹
に
血
を
流
さ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
樹
木
が
血
を
流
す
と
い
う
怪
異
は
、
叔
高
の
個
人
的
な
経
験
と
し
て
語
ら
れ
て
お
り
、

「
賈
逵
碑
」
お
よ
び
「
呉
平
州
」
の
例
と
同
様
に
、
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
災
異
思
想
の
文
脈
で
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　

も
と
も
と
樹
木
が
再
生
す
る
現
象
は
、
災
異
思
想
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
漢
以
降
、
個
人
の
次
元
で
理
解
さ
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れ
た
り
、
個
人
的
な
経
験
と
し
て
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
説
話
化
し
て
い
き
六
朝
志
怪
に
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る11

。

　

つ
い
で
次
章
で
は
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
に
付
け
加
え
ら
れ
た
、
新
た
な
要
素
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

　
　
　

三　

盗
み
聞
き
要
素
の
出
現

　

六
朝
志
怪
の
『
捜
神
記
』
に
は
、
新
し
い
要
素
が
付
加
さ
れ
た
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
秦
の
文
公
が
、

怒
特
祠
に
生
え
て
い
る
梓
樹
を
切
ら
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
傷
口
が
す
ぐ
に
癒
合
し
て
再
生
し
て
し
ま
う
。

武
都
故
道
有
怒
特
祠
。
土
生
梓
樹
焉
。
秦
文
公
二
十
七
年
、
使
人
伐
之
。
樹
創
隨
合
、
經
日
不
斷
。
文
公
乃
益
發
卒
、
持
斧
者
四 

十
人
、
猶
不
斷
。
士
疲
還
息
。
其
一
人
傷
足
、
不
能
去
、
臥
樹
下
。
聞
鬼
相
與
言
勞
乎
攻
戰
。
其
一
人
曰
、「
何
足
爲
勞
」。
又
曰
、 

「
秦
公
必
將
不
休
如
之
何
」。
答
曰
、「
秦
公
其
如
予
何
」。
又
曰
、「
赭
衣
灰
坌
子
如
之
何
」。
默
然
無
言
。
臥
者
以
告
。
於
是
令

工
皆
衣
赭
、
隨
斫
創
坌
以
灰
。
樹
斷
化
爲
牛
。
使
騎
擊
之
不
勝
。
或
墮
於
地
、
髻
解
被
發
。
牛
畏
之
、
乃
入
水
不
敢
出
。
故
秦

自
是
置
旄
頭
騎
。（
武
都
の
故
道
に
怒
特
祠
有
り
。
土
に
梓
樹
生
ず
。
秦
の
文
公
二
十
七
年
、
人
を
し
て
之
を
伐
ら
し
む
。
樹

の
創
随
ひ
て
合
し
、
日
を
経
る
も
断
た
ず
。
文
公
乃
ち
益ま

す

ま
す
卒
を
発
し
て
、
斧
を
持
す
る
者
四
十
人
な
る
も
、
猶
ほ
断
た
ず
。

士
疲
れ
て
還
り
息
ふ
。
其
の
一
人 

足
を
傷
つ
け
て
、
去
る
能
は
ざ
れ
ば
、
樹
の
下
に
臥
す
。
鬼
の
相
ひ
与
に
攻
戦
に
労
ふ
を
言

ふ
を
聞
く
。
其
の
一
人
曰
は
く
、「
何
ぞ
労
と
為
す
に
足
ら
ん
や
」
と
。
又
た
曰
は
く
、「
秦
公
必
ず
将
に
休
ま
ざ
ら
ん
と
す
れ

ば
之
を
如
何
せ
ん
」
と
。
答
へ
て
曰
は
く
、「
秦
公
其
れ
予
を
如
何
せ
ん
」
と
。
又
た
曰
は
く
、「
赭し

や

衣い

灰か
い

坌ふ
ん

せ
ば
子 

之
を
如
何

せ
ん
」
と
。
黙
然
と
し
て
言
ふ
こ
と
無
し
。
臥
す
者
以
て
告
ぐ
。
是
に
於
い
て
工
を
し
て
皆
赭
を
衣
、
斫
る
に
随
ひ
て
創
に
坌つ

く
る
に
灰
を
以
て
せ
し
む
。
樹
断
ち
化
し
て
牛
と
為
る
。
騎
を
し
て
之
を
撃
た
し
む
る
も
勝
た
ず
。
或
ひ
と
地
に
堕
ち
、
髻
解
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け
て
被
発
す
。
牛 

之
を
畏
れ
、
乃
ち
水
に
入
り
て
敢
へ
て
出
で
ず
。
故
に
秦
は
是
自
り
旄
頭
騎
を
置
く12

。）

　

梓
樹
は
切
り
つ
け
ら
れ
て
も
、
そ
の
傷
口
が
す
ぐ
に
塞
が
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
文
公
は
人
足
を
増
し
た
が
、
そ
れ
で
も
梓

樹
を
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
人
の
人
足
が
足
を
負
傷
し
た
の
で
樹
下
で
一
晩
明
か
し
て
い
る
と
、「
鬼
の
相

与
に
攻
戦
に
労
ふ
を
言
ふ
を
聞
く
」
と
、
鬼
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
い
た
。
鬼
の
会
話
か
ら
切
り
倒
す
方
法
を
知
っ
た
人
足
が
、
秦

公
に
告
げ
、
そ
の
通
り
に
し
て
梓
樹
を
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

樹
木
が
再
生
す
る
点
は
こ
れ
ま
で
確
認
し
て
き
た
例
と
同
様
だ
が
、
こ
の
「
怒
特
祠
」
で
は
、
鬼
た
ち
の
会
話
か
ら
樹
木
を
切
り

倒
す
方
法
を
盗
み
聞
く
と
い
う
要
素
が
新
た
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
こ
と
で
物
語
が
展
開

し
て
い
く
要
素
は
、「
怒
特
祠
」
と
同
じ
く
『
捜
神
記
』
に
採
録
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
、「
陳
仲
挙
」
の
説
話
に
も
見
る
こ
と
が
で

き
る13

。

　

人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
要
素
は
、
古
く
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
魯
の
成
公
十
年
、
晋
侯

は
大た

い

厲れ
い

が
襲
い
か
か
っ
て
く
る
夢
を
見
た
。

晉
侯
夢
大
厲
被
髮
及
地
、
搏
膺
而
踊
曰
、「
殺
余
孫
不
義
。
余
得
請
於
帝
矣
」。
壞
大
門
及
寢
門
而
入
。
公
懼
入
于
室
。
又
壞
戸
。

公
覺
召
桑
田
巫
。
巫
言
如
夢
。
公
曰
、「
何
如
」。
曰
、「
不
食
新
矣
」。
公
疾
病
、
求
醫
于
秦
。
秦
伯
使
醫
緩
爲
之
。
未
至
、
公

夢
疾
爲
二
豎
子
曰
、「
彼
良
醫
也
。
懼
傷
我
。
焉
逃
之
」。
其
一
曰
、「
居
肓
之
上
、
膏
之
下
、
若
我
何
」。
醫
至
曰
、「
疾
不
可
爲
也
。

在
肓
之
上
、
膏
之
下
、
攻
之
不
可
、
達
之
不
及
、
藥
不
至
焉
、
不
可
爲
也
」。
公
曰
、「
良
醫
也
」。
厚
爲
之
禮
而
歸
之
。
六
月
丙
午
、

晉
侯
欲
麥
、
使
甸
人
獻
麥
。
饋
人
爲
之
。
召
桑
田
巫
、
示
而
殺
之
。
將
食
張
如
廁
、
陷
而
卒
。
小
臣
有
晨
夢
負
公
以
登
天
。
及
日 

中
、
負
晉
侯
出
諸
廁
。
遂
以
爲
殉
。（
晋
侯
夢
み
る
に
大
厲
の
被
髮 
地
に
及
び
、
膺む
ね

を
搏
ち
踊
り
て
曰
は
く
、「
余
が
孫
を
殺
す

は
不
義
な
り
。
余 

帝
に
請
ふ
を
得
」
と
。
大
門
及
び
寝
門
を
壊
し
て
入
る
。
公
懼
れ
て
室
に
入
る
。
又
た
戸
を
壊
す
。
公
覚
め

て
桑
田
の
巫
を
召
す
。
巫
の
言
ふ
こ
と
夢
の
如
し
。
公
曰
は
く
、「
何
如
」
と
。
曰
は
く
、「
新
を
食
ら
は
ず
」
と
。
公 

疾や

み
病へ
い
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な
り
て
、
医
を
秦
に
求
む
。
秦
伯 

医い

緩か
ん

を
し
て
之
を
為お

さ

め
し
む
。
未
だ
至
ら
ず
し
て
、
公
夢
み
る
に
疾 

二
豎
子
と
為
り
て
曰
は

く
、「
彼
は
良
医
な
り
。
懼
ら
く
は
我
を
傷や

ぶ

ら
ん
。
焉
に
か
之
を
逃
れ
ん
」
と
。
其
の
一
曰
は
く
、「
肓
の
上
、
膏
の
下
に
居
ら
ば
、

我
を
若
何
せ
ん
」
と
。
医
至
り
て
曰
は
く
、「
疾
は
為
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
肓
の
上
、
膏
の
下
に
在
り
て
、
之
を
攻
む
る
も
可

な
ら
ず
、
之
を
達
す
る
も
及
ば
ず
、
薬
も
至
ら
ず
、
為
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
公
曰
は
く
、「
良
医
な
り
」
と
。
厚
く
之
が

礼
を
為
し
て
之
を
帰
す
。
六
月
丙
午
、
晋
侯 

麦
を
欲
し
、
甸て

ん

人じ
ん

を
し
て
麦
を
献
ぜ
し
む
。
饋き

人じ
ん 

之
を
為
す
。
桑
田
の
巫
を
召
し
、

示
し
て
之
を
殺
す
。
将
に
食
ら
は
ん
と
し
張
り
廁
に
如
き
、
陥
ち
て
卒
す
。
小
臣 

晨
に
公
を
負
ひ
以
て
天
に
登
る
を
夢
み
る
こ

と
有
り
。
日
中
に
及
び
、
晋
侯
を
負
ひ
諸
を
廁
よ
り
出
だ
す
。
遂
に
以
て
殉
と
為
す14

。）

　

晋
侯
が
「
大
厲
」
の
夢
を
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
巫
は
「
新
穀
を
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
」
と
告
げ
る
。
続
い
て
病
に
罹
っ

た
晋
侯
は
、
秦
か
ら
医
者
を
呼
び
寄
せ
る
。
す
る
と
今
度
は
、
病
が
二
人
の
童
子
と
な
っ
て
会
話
す
る
夢
を
見
た
。
こ
の
会
話
の
中

で
病
が
膏
肓
に
入
っ
た
の
で
、
も
う
治
ら
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
果
た
し
て
、
秦
か
ら
や
っ
て
来
た
「
良
医
」
は
も
う
治
す
術

が
な
い
こ
と
を
告
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
「
病
膏
肓
に
入
る
」
説
話
で
は
、
二
人
の
童
子
の
会
話
を
聞
い
た
だ
け
で
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
事
態
が
打
開
さ
れ
る
等
の

展
開
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
要
素
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た
、
中
国
古
典
に
見
ら
れ
る
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
の
変
遷
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
も
と
も

と
再
生
す
る
樹
木
の
怪
異
は
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
災
異
思
想
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
て
い
た
が
、
後
漢
以
降
に
は
個
人
的
な
体
験
を

語
る
形
で
採
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
秦
時
代
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
、
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
要

素
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
会
話
を
盗
み
聞
く
こ
と
で
状
況
が
打
開
さ
れ
、
切
れ
な
か
っ
た
樹
木
を
切
り
倒
す
説
話
と
し
て
成
立

し
て
い
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、本
章
ま
で
確
認
し
て
き
た
中
国
古
典
の
説
話
は
、日
本
に
伝
わ
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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次
章
で
は
日
本
に
伝
わ
っ
た
説
話
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
　
　

四　

日
本
に
お
け
る
再
生
す
る
樹
木
の
説
話

　

ま
ず
日
本
で
は
、
切
れ
な
い
樹
木
を
切
り
倒
す
説
話
が
、『
今
昔
物
語
集
』
に
「
推
古
天
皇
、
造
元
元
興
寺
語 

第
二
十
二15

」
と
題
し

て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
の
引
用
文
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
ひ
ら
が
な
に
改
め
、
部
分
的
に
書
き
下
し
文
に
改
め
て
い
る
。

　

今
昔
、
推
古
天
皇
と
申
す
女
帝
の
御
代
に
、
此
の
朝
に
仏
法
盛
に
発お

こ
りて
、
堂
塔
を
造
る
人
世
に
多
か
り
。
天
皇
も
、
銅
を
以

て
丈
六
の
釈
迦
の
像
を
、
百
済
国
よ
り
来
れ
る
□
と
云
ふ
人
を
以
て
鋳
し
め
給
て
、
飛
鳥
の
郷
に
堂
を
起
て
、
此
の
釈
迦
仏
を

安
置
せ
し
め
給
は
む
と
し
て
、
先
づ
堂
を
造
ら
る
る
間
、
堂
を
起
つ
べ
き
所
に
、
当
に
生
け
む
世
も
知
ら
ず
古
き
大
な
る
槻

つ
き
の
き有

り
。

「
疾
く
切
り
去の

け
て
堂
の
壇
を
築つ
く

べ
し
」
と
宣
旨
有
て
、
行
ぎ
よ
う
じ
の
つ
か
さ

事
官
立
て
是
を
行
ふ
間
、
行
事
と
木　
　
　
　
　

曳ひ
き
い
で出
よ
」
な
ど
喤
の
の
し
り

 

て
、
皆
人
逃
て
去
ぬ
。

　

其
後
、
程
を　
　
　
　
　

伐
る
べ
き
な
り
、
と
定
め
ら
れ
て
、
亦
、
他
の
人
を
以
て
伐
ら
し
む
る
に
、
始
も
斧
・
鐇た
つ
ぎを
二
三 

度
許ば

か
り打

立
る
程
に
死し

に

し
か
ば
、
亦
、
此
の
度
も
惶お

づ
お
づ〻

寄
て
伐
ら
し
む
る
程
に
、
亦
、
前
の
如
く
俄
に
死
ぬ
。
具
の
者
共
、
皆
是

を
見
て
斧
・
鐇
を
投
げ
棄
て
、
身
の
成
ら
む
様
も
知
ら
ず
、
逃
て
去
ぬ
。
其
後
は
、「
何
な
る
勘
当
有
と
云
と
も
、
今
は
更
に
木

の
辺
に
寄
る
べ
き
に
非
ず
。
命
の
有
ら
ば
こ
そ
公

お
ほ
や
けに

も
仕

つ
か
ま
つら

め
」
と
云
て
、
惶お

ぢ
迷ま

ど

ふ
事
限
無
し
。

　

其
時
に
、
或
る
僧
の
思
は
く
、「
何い

か

な
れ
ば
、
此
の
木
を
伐き
る

に
は
人
は
死
る
」
と
、「
構か
ま
へて
此
事
知
ら
ば
や
」
と
思
て
、
雨
の

隙ひ
ま

無
く
降
る
夜
、
僧
自
ら
蓑
笠
を
着
て
、
道
行
く
人
の
木
蔭
に
雨あ
ま
が
く
れ隠し
た
る
様
に
、
木
の
本
に
窃
に
抜
足
に
寄
て
、
木
の
空う
つ
ほの

傍
に
窃
に
居
ぬ
。
夜
半
に
成
る
程
に
、
木
の
空
の
上
の
方
に
多お

ほ
くの
人
の
音
聞
ゆ
。
聞
け
ば
、
云
な
る
様
、「
か
く
て
度
〻
伐
り
に

寄
来
る
者
を
伐
ら
し
め
ず
し
て
、
皆
蹴
殺
し
つ
。
さ
り
と
て
、
遂
に
き
ら
ぬ
や
う
有
ら
じ
」
と
云
へ
ば
、
亦
、
異こ

と
こ
ゑ音
し
て
、「
さ
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り
と
も
、
毎た

び
ご
と度

に
こ
そ
蹴
殺
さ
め
。
世
に
命
惜
し
ま
ぬ
者
無
け
れ
ば
、
寄
来
て
伐
ら
む
者
有
ら
じ
」
と
云
ふ
。
異
音
し
て
、「
若も

し

麻あ
さ

苧を

の
注し

り
く
へ連

を
引ひ

き
め
ぐ廻

ら
し
て
、
中

な
か
と
み
の
ま
つ
り

臣
祭
を
読
て
、
杣そ

ま
だ
ち立

の
人
を
以
て
縄す

み
な
は墨

を
懸
て
伐
ら
む
時
ぞ
、
我
等
術
尽
く
べ
き
」
と
云
ふ
。 

亦
、
異
音
共
し
て
、「
現げ

に
然
る
事
な
り
」
と
云
ふ
。
亦
、
異
音
共
、
歎
た
る
言
共
に
て
云い

ひ
あ
へ合

る
程
に
、
鳥
な
き
ぬ
れ
ば
音
も
せ
ず
。

僧
、「
賢
き
事
を
聞
ぞ
」
と
思
て
、
抜
足
に
出
ぬ
。

　

其
後
、
此こ

の

由よ
し

を
奏
す
れ
ば
、
公

お
ほ
や
け感

じ
喜
給
て
、
其
僧
の
申
す
如
く
に
、
麻
苧
の
注し

り
く
へ連

を
木
の
本
に
引

ひ
き
め
ぐ
ら
し

廻
て
、
木
の
本
に
米よ

ね

散ち
ら

し
幣

み
て
ぐ
ら奉

て
、
中

な
か
と
み
の
は
ら
へ

臣
祓
を
読
ま
し
め
て
、
杣
立
の
者
共
を
召
て
、
縄す

み
な
は墨

を
懸
て
伐
ら
し
む
る
に
、
一
人
も
死
ぬ
る
者
無
し
。
木
漸

く
傾
く
程
に
、
山
鳥
の
大
さ
の
程
な
る
鳥
、
五
六
計ば

か
り、

木
末
よ
り
飛
立
て
去
ぬ
。
其
後
に
木
倒
れ
ぬ
。
皆
伐
り
揮は

ら
ひて

、
御
堂
の

壇
を
築つ

く
。
其
鳥
共
は
南
な
る
山
や
ま
の
ほ
と
り
辺
に
居
ぬ
。
天
皇
此
由
を
聞
給
て
、
鳥
を
哀
あ
は
れ
びて
、
忽
に
社
を
造つ
く
り、
其
鳥
に
給
ふ
。
今
に
神
の

社
に
て
有
り
。
龍
海
寺
の
南
な
る
所
な
り
。
…
…
後
略
…
…

　

推
古
天
皇
の
時
、
飛
鳥
に
釈
迦
像
を
安
置
す
る
た
め
の
堂
を
建
る
こ
と
に
な
り
、
造
成
予
定
地
に
生
え
て
い
た
大
き
な
槻
木
を
切

り
倒
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
切
り
倒
そ
う
と
し
た
杣
人
た
ち
が
次
々
と
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
あ
る
僧
が
訳
を

知
ろ
う
と
蓑
笠
を
着
て
木
陰
に
隠
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
夜
半
に
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
。
そ
の
後
、
盗
み
聞
い
た

通
り
に
し
て
、
無
事
に
樹
木
を
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

前
章
に
挙
げ
た
「
怒
特
祠
」
で
は
、
切
り
口
が
再
生
す
る
の
で
樹
木
を
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
右
記
の
「
造

元
元
興
寺
語
」
で
は
、「
山
鳥
の
大
さ
の
程
な
る
鳥
」
が
杣
人
た
ち
を
「
蹴
殺
し
」
て
、
誰
も
近
づ
け
さ
せ
な
か
っ
た
た
め
、
樹
木
を

切
り
倒
せ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、「
造
元
元
興
寺
語
」
は
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
で
は
な
い
と
言
え
る

か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、「
造
元
元
興
寺
語
」
は
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
こ
と
で
状
況
が
打
開
さ
れ
て
お
り
、「
怒
特 

祠
」
を
元
に
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
「
造
元
元
興
寺
語
」
は
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
と
は
言
い
難
い
が
、
こ
れ

ま
で
小
論
で
検
討
し
て
き
た
説
話
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
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さ
て
、『
今
昔
物
語
集
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
よ
り
、
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
は
日
本
各
地
に
伝
播
し
て
昔
話
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。

そ
こ
で
次
に
、『
日
本
昔
話
大
成16

』「
本
格
昔
話
話
型
四
〇　

大
木
の
秘
密
」（
奈
良
県
・
天
理
市
）
を
引
用
し
よ
う
。

伊
賀
か
ら
来
た
男
が
、
京
都
の
楠
の
一
枚
天
井
を
見
て
同
じ
よ
う
な
堂
を
建
て
よ
う
と
思
う
。
堂
ヶ
谷
で
大
き
な
楠
を
見
つ
け

て
切
る
と
血
が
出
る
。
切
り
倒
し
た
と
こ
ろ
枝
が
目
に
当
た
っ
て
失
明
す
る
。
切
っ
た
は
ず
の
木
が
元
通
り
に
な
る
。
木
の
葉

の
落
ち
た
の
を
敷
い
て
寝
る
と
、
夜
、
天
狗
と
楠
が
、
海
藻
の
あ
ら
め
の
汁
を
か
け
ら
れ
た
ら
だ
め
だ
が
、
人
間
は
知
ら
な
い

と
話
し
て
い
る
。
聞
い
た
と
お
り
に
す
る
と
血
も
出
ず
に
切
り
倒
せ
る
。
千
年
経
っ
て
も
腐
ら
な
い
楠
の
根
の
石
に
な
る
。

　

こ
の
「
大
樹
の
秘
密
」
か
ら
は
、
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
元
に
戻
る
こ
と
、
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
こ
と
、
の

二
つ
の
要
素
を
確
認
で
き
る
。
切
り
倒
さ
れ
た
樹
木
が
再
び
立
つ
と
い
う
要
素
は
、
第
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
『
漢
書
』
五
行
志

よ
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
要
素
は
、
前
章
で
確
認
し
た
『
春
秋
左
氏
伝
』

に
始
ま
り
、「
怒
特
祠
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
、『
今
昔
物
語
集
』
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
要
素
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
大
木
の
秘
密
」
に
は
、樹
木
が
血
を
流
す
要
素
も
付
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
素
を
検
討
す
る
た
め
、も
う
一
話
、「
裏

木
曽
の
大
ヒ
ノ
キ
」
と
題
す
る
日
本
の
昔
話
を
挙
げ
た
い
。
梗
概
は
以
下
の
通
り17

。

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
、
裏
木
曽
の
付つ

け

知ち

と
い
う
と
こ
ろ
の
出い

で

の
小こ

う

路じ

山や
ま

の
麓
に
大
き
な
ヒ
ノ
キ
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
役
人

が
や
っ
て
来
て
、
江
戸
城
二
の
丸
の
心
柱
に
す
る
の
で
、
そ
の
大
ヒ
ノ
キ
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
村
の
杣
人
の
若
い
二
人
が

選
ば
れ
て
切
り
に
行
っ
た
が
、
日
が
暮
れ
た
の
で
家
へ
帰
っ
た
。
次
の
日
二
人
が
行
っ
て
み
る
と
、
ヒ
ノ
キ
の
切
っ
た
は
ず
の

部
分
が
元
通
り
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
三
日
、
四
日
も
続
き
二
人
が
困
っ
て
い
る
と
、
白
髪
の
老
婆
が
や
っ
て

来
て
、「
切
っ
た
分
の
オ
ガ
ク
ズ
を
焼
い
て
し
ま
え
ば
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
切
り
口
が
塞
が
る
こ
と
は
な
い
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

老
婆
の
言
っ
た
通
り
に
し
て
、
二
人
は
大
ヒ
ノ
キ
を
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
晩
の
こ
と
、
役
人
の
泊
ま
っ
て
い
る
宿

屋
や
杣
人
の
小
屋
か
ら
火
が
出
て
、
そ
こ
ら
一
帯
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
出
火
原
因
は
分
か
ら
ず
、
村
人
た
ち
は
、
白
髪
の
老
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婆
は
大
ヒ
ノ
キ
の
精
で
は
な
い
か
と
噂
し
た
。
役
人
た
ち
も
無
理
矢
理
大
ヒ
ノ
キ
を
切
ら
せ
た
の
で
祟
り
が
恐
ろ
し
く
な
り
、

そ
こ
に
祠
を
建
て
た
。
今
の
護も

り
や
ま山

神
社
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

右
記
の
「
裏
木
曽
の
大
ヒ
ノ
キ
」
で
は
、
樹
木
が
再
生
し
た
こ
と
を
目
撃
し
た
杣
人
二
人
が
、
次
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
す
。

 

「
お
か
し
な
こ
と
も
、
あ
る
も
ん
や
な
あ
。
何
か
に
ば
か
さ
れ
と
る
ん
と
ち
が
う
か
？
」

 

「
う
ん
。
ば
か
さ
れ
と
る
ん
や
の
う
て
、
た
た
り
か
も
し
れ
ん
。
よ
そ
の
山
で
は
な
、
大
ス
ギ
を
き
る
と
、
き
り
口
か
ら
血
が

に
じ
み
で
た
と
か
、
き
っ
た
者
が
血
ィ
吐
い
た
と
か
言
い
よ
っ
た
。
い
や
な
こ
と
や
な
あ
。
わ
し
ら
に
も
、
た
た
り
が
あ
る
か

も
し
れ
ん
。」

　

会
話
の
中
で
「
よ
そ
の
山
で
は
な
、
大
ス
ギ
を
き
る
と
、
き
り
口
か
ら
血
が
に
じ
み
で
た
」
と
言
う
よ
う
に
、
切
る
時
に
樹
木
が

血
を
流
す
話
は
、
あ
る
程
度
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

樹
木
が
血
を
流
す
要
素
は
、
第
二
章
で
確
認
し
た
「
白
頭
公
」
に
見
ら
れ
た
要
素
で
あ
る
。
た
だ
、
樹
木
が
血
を
流
す
要
素
が
、「
白

頭
公
」
か
ら
日
本
の
昔
話
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
に
は
疑
問
が
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
白
頭
公
」
よ
り
も
、
日
本
で
の
知
名
度

が
遙
か
に
高
い
『
三
国
志
演
義
』
に
同
様
の
要
素
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

 

『
三
国
志
演
義
』「
第
七
十
八
回　

風
疾
を
治
さ
ん
と
し
て
神
医
身
は
死
し
、
遺
命
を
伝
へ
て
奸
雄
数さ
だ
め終
ゆ
。（
治
風
疾
神
醫
身
死　

傳
遺
命
奸
雄
數
終
）」
に
、
次
の
よ
う
な
場
面
が
あ
る
。

　

曹
操
は
、
関
羽
を
葬
っ
た
後
、
夢
に
関
羽
の
姿
を
見
る
の
で
安
眠
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
し
く
始
建
殿
を
立
て
よ
う
と
し
、

そ
の
梁
に
す
る
た
め
躍
龍
祠
に
生
え
る
梨
の
大
樹
を
切
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
。

曹
操
は
大
い
に
喜
び
、
さ
っ
そ
く
人
夫
に
こ
れ
を
伐
り
倒
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
翌
日
、
こ
の
梨
の
大
樹
に
は
ノ
コ
ギ
リ
が
入

ら
ず
、
斧
も
歯
が
立
た
な
い
た
め
、
伐
り
倒
せ
な
い
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
曹
操
は
信
じ
ず
、
自
ら
数
百
騎
を
率
い
て
、
た

だ
ち
に
躍
龍
祠
の
前
ま
で
行
き
、
下
り
て
、
そ
の
樹
を
仰あ

お

ぎ
見
た
。
…
…
中
略
…
…
曹
操
が
伐
れ
と
命
じ
る
と
、
土
地
の
古
老
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数
人
が
進
み
出
て
諫い
さ

め
て
言
っ
た
。「
こ
の
樹
は
樹
齢
数
百
年
、
頂
き
に
は
い
つ
も
神
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
伐
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
」。
曹
操
は
大
い
に
怒
っ
て
言
っ
た
。「
わ
し
は
こ
れ
ま
で
天
下
を
あ
ま
ね
く
経
巡
る
こ
と
四
十
余
年
、
上
は
天

子
か
ら
下
は
庶
民
に
至
る
ま
で
、
わ
し
を
恐
れ
な
い
者
は
い
な
い
。
ど
う
し
て
妖
神
が
我
が
意
に
逆
ら
お
う
か
」。
言
い
お
わ
る 

や
、
腰
に
佩
い
て
い
た
剣
を
抜
き
、
手
ず
か
ら
切
り
つ
け
た
。
ガ
チ
ン
と
音
が
す
る
と
、
曹
操
は
全
身
に
血
を
浴
び
た
。
曹
操

は
大
い
に
驚
愕
し
、
剣
を
投
げ
捨
て
馬
に
飛
び
乗
り
、
宮
殿
に
も
ど
っ
た18

。

　

躍
龍
祠
の
ご
神
木
に
切
り
つ
け
た
曹
操
が
、
樹
木
か
ら
流
れ
出
た
返
り
血
を
全
身
に
浴
び
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

衆
知
の
よ
う
に
、『
三
国
志
演
義
』
は
江
戸
時
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
訳
本
の
『
通
俗
三
国
志
』
を
通
じ
て
大
衆
化
し
て
い
た
。

当
然
な
が
ら
、『
捜
神
記
』
所
載
の
「
白
頭
公
」
よ
り
も
『
三
国
志
演
義
』
の
方
が
よ
り
広
く
読
ま
れ
て
お
り
、
樹
木
が
血
を
流
す
要

素
は
『
三
国
志
演
義
』
か
ら
日
本
の
昔
話
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
蓋
然
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

古
代
中
国
に
お
い
て
、
樹
木
が
再
生
す
る
現
象
は
怪
異
と
し
て
認
識
さ
れ
、
国
家
の
興
亡
に
関
わ
る
災
異
思
想
の
文
脈
で
理
解
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
後
漢
以
降
、
一
故
人
の
霊
威
や
個
人
的
な
体
験
と
し
て
個
人
の
次
元
で
語
ら
れ
、
六
朝
志
怪
に
採
録
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、『
春
秋
左
氏
伝
』
か
ら
人
な
ら
ざ
る
者
た
ち
の
会
話
を
盗
み
聞
く
要
素
を
取
り
入
れ
、
盗
み
聞
き
に 

よ
っ
て
状
況
が
打
開
さ
れ
物
語
が
展
開
す
る
説
話
と
し
て
成
立
し
た
。
そ
れ
は
、「
怒
特
祠
」
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
切
っ
て
も
再
生

し
て
し
ま
っ
て
倒
せ
な
い
樹
木
を
、盗
み
聞
き
に
よ
っ
て
切
り
倒
す
方
法
を
知
り
、そ
の
通
り
に
し
て
切
り
倒
す
と
い
う
説
話
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
で
は
当
初
、
樹
木
が
再
生
す
る
要
素
に
注
目
せ
ず
、『
今
昔
物
語
集
』
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
盗
み
聞
き
に
よ
っ
て
切

れ
な
か
っ
た
樹
木
を
切
り
倒
す
説
話
と
し
て
理
解
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
三
国
志
演
義
』
か
ら
樹
木
が
血
を
流
す
要
素
を
取
り
入
れ
な
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が
ら
、
再
生
す
る
樹
木
及
び
盗
み
聞
き
に
よ
っ
て
切
れ
な
か
っ
た
樹
木
を
切
り
倒
す
昔
話
と
し
て
、
各
地
に
伝
播
し
て
定
着
し
て
い
っ

た
。
冒
頭
に
挙
げ
た
「
七
本
ヒ
ノ
キ
」
も
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
な
再
生
す
る
樹
木
の
説
話
の
変
遷
の
う
え
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 1 　

 

『
南
方
熊
楠
全
集
第
二
巻　

南
方
閑
話
・
南
方
随
筆
他
』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
に
拠
る
。

 2 　

十
津
川
村
教
育
委
員
会
編
『
十
津
川
郷
の
昔
話
』（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
五
年
）
に
拠
る
。

 3 �　

 

『
太
平
廣
記
』
巻
四
〇
七
「
草
木
二
」
所
引
『
神
異
経
』。
以
下
、『
太
平
広
記
』
か
ら
の
引
用
は
全
て
張
國
風
會
校
『
太
平
廣
記
會
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
に
拠
る
。

 4 　

 

『
漢
書
』
巻
二
七
中
之
下
「
五
行
志
」。
以
下
、『
漢
書
』
か
ら
の
引
用
は
全
て
百
衲
本
『
漢
書
』
に
拠
る
。

 5 　

 

『
漢
書
』
巻
二
七
中
之
下
「
五
行
志
」。

 6 �　

佐
野
誠
子
「
第
一
章　

志
怪
の
文
脈
―
歴
史
書
の
拡
大
と
変
異
の
記
録
」（『
怪
を
志
す
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
。
初
出
は
、「
五
行
志
と

志
怪
書
―
「
異
」
を
め
ぐ
る
視
点
の
相
違
」『
東
方
学
』
一
〇
四
、
二
〇
〇
二
年
。）
参
照
。

 7 　

百
衲
本
『
南
史
』
巻
八
〇
「
賊
臣
・
侯
景
」
に
拠
る
。

 8 　

 

『
太
平
廣
記
』
巻
二
九
二
「
神
二
」。

 9 　

 

『
芸
文
類
聚
』
巻
八
八
「
桐
」
所
引
『
異
苑
』（『
宋
本
藝
文
類
聚
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
に
拠
る
。

10　

 

『
風
俗
通
義
』
巻
九
「
怪
神
・
世
間
多
有
伐
木
血
出
以
爲
怪
者
」（
王
利
器
『
風
俗
通
義
校
注
』
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
に
拠
る
。

11�　

注
（
 6 
）
所
掲
佐
野
氏
書
「
第
二
章　

志
怪
の
系
譜
―
五
行
志
と
の
関
わ
り
を
手
が
か
り
に
」（
初
出
は
、「『
宋
書
』「
五
行
志
」
と
志
怪
書
」『
桃
の
会
論 

集
』
三
、
二
〇
〇
五
年
。）
参
照
。

12　

 

『
太
平
御
覧
』
巻
九
〇
〇
「
獸
部
十
二
・
牛
下
」
所
引
『
捜
神
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
に
拠
る
。

13�　

 

拙
稿
「「
運
命
の
盗
み
聞
き
」
説
話
―
六
朝
志
怪
「
陳
仲
挙
」
か
ら
「
産
神
問
答
」
に
至
る
説
話
の
変
遷
に
つ
い
て
―
」（『
福
岡
女
学
院
大
学
紀
要
人
文

学
部
編
』
三
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

14　

 

『
十
三
経
注
疏
』
本
に
拠
る
。
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15�　

 

『
今
昔
物
語
集
』
巻
一
一
第
二
二
話
「
推
古
天
皇
造
元
元
興
寺
語
」（
池
上
洵
一
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
五　

今
昔
物
語
集
三
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
年
）
に
拠
る
。

16　

関
敬
吾
『
日
本
昔
話
大
成
』
第
七
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
に
拠
る
。

17　

赤
座
憲
久
編
『
定
本
日
本
の
民
話
18　

美
濃
の
民
話
第
一
集
第
二
集
』（
未
来
社
、
一
九
九
五
年
）
に
拠
る
。

18�　

操
大
喜
、
即
令
人
工
到
彼
砍
伐
。
次
日
、
回
報
此
樹
鋸
解
不
開
、
斧
砍
不
入
、
不
能
斬
伐
。
操
不
信
、
自
領
數
百
騎
、
直
至
躍
龍
祠
前
下
馬
、
仰
觀
那
樹
。

…
…
中
略
…
…
操
命
砍
之
、
郷
老
數
人
前
來
諫
曰
、「
此
樹
已
數
百
年
矣
、
常
有
神
人
居
其
上
、
恐
未
可
伐
」。
操
大
怒
曰
、「
吾
平
生
遊
歴
普
天
之
下
、
四
十
餘 

年
。
上
至
天
子
、
下
及
庶
人
、
無
不
懼
孤
。
是
何
妖
神
、
敢
違
孤
意
」。
言
訖
、
拔
所
佩
劍
親
自
砍
之
。
錚
然
有
聲
、
血
濺
滿
身
。
操
愕
然
大
驚
、
擲
劍
上
馬
、

回
至
宮
内
。（『
國
學
基
本
典
籍
叢
刊　

醉
耕
堂
刊
毛
宗
崗
評
本
三
國
志
演
義
』
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
に
拠
る
。）


